The Effects of Transport Investment and External Economies by 山田, 浩之
Title外部経済と交通投資効果 - 交通投資の経済効果論序説 -
Author(s)山田, 浩之








































































存在を認め，これを二つの種類に区分して分析を進める o 第 1は，個々の企業






2) ぽぽ同様な問題意識の干Ic，交通と外部怪済について論じたものとしては， 樹博原， (22)があ
る。なお.岡田， [19)も吏通投貰との闘連で，外部経済にふれている。
3) MaIshaU， (15J; V-ll-(l)， IV-12ー(4)等を参照。
4) Rosenstein-Rodan， (21J; Nurkse， (18);鎌倉， (10);龍谷， (11)， (12)等を参照。

























5) マー ジヤルの外部経済概念のグラフによる説明については VlDer，[28)を事照。







4 (308) 第 103巻第4号
たとしよう。この場合の経済効果を受けるのは，ある特定産業Aだけでない。
それは，他の産業B，C. ・u や消費者に及ぶであろう。したがって，各産業

















































9) 爵争的市場嘩講の不完全性については Rator， (1) ; S引 tovsky，(25J;輯谷. (13).第22章
などを参照。
10) 三つの型への分類は 論者によって， 意味内容に若干の甚はあるが， かなり一般的であるo







Ut=Ut(Xll， ・，%"，1 ;…・ X1i，"'， %1/ ・ x1• .， • "， Xmπ) 
すなわち
Ui=Ui (X1， "'， Xi， "'， .1;'n) 
~ ~で，
笠宮=(X1¥ Xai• ・ .X"，i)
X/ :個人 zが消費する財1の量






ぽ=Ai(yl， "'， yh:. ・ .yr) φi(X 1\X2i • ''，X"，i) 
ここで，
y"'= (Yl"'，y2h:， ・，y"，"') 
y，ゐ 企業hの財 yに関する投入・産出量
(3) 生産者相互間 生産者の生産活動相互間の直接的依存関係は，通常，




f'(ァヘ ・ー，y^'，・ ，y')=0 
11) 吏通から倒をとるならば，乗用車はデモγストレ ショソ劫果の大きい商品の一つである。






fゐ(y'， ・，y') =0 k=l. ..1' 
的 =Xj+~Yi~ j=l， ・，m
の制約条件の下で， W(X1 • Xm) を最大にすればよい。そのためには，向，
んを未定乗数として，ラグヲジジュ乗数法を適用し，




"" UFAK誌.， μ t=l， γ
けから，向を生産された財については財の限界社会的価値， 生産要素に
ついては生産要素使用の限界費用と解釈できるから， ii)は生産された財の限。JFK






ap ..， -h ) aft ，~} 'af" 仰と等しくなるのは A切であって， A，研+2fwではない。後者の第




12) 以下のそデルは J 担辛口7J，第4章;Gr同宣， (7)， chap. II. Appendixを毒照。































16) この点を明示的に考慮して混雑視を含めた最適料金論を展開したものとして Walters，[29J 
カfある。


























17) Scitovsky， (25). p. 71注1
18) Samuelson， [23l 























































22) 規模の桂済をもたらす要因として，チェ γパリ γは， 1)特化(専門化)の増大，と 2)質的
にも乙となり技術的にもし、っそう効量的な諸因子(と〈に機械)が可能になることを強調してい
る (CharnlH:l!lin，(2)，捕諭B)。なお，分割不可能性との関係については，龍谷， (14)を毒問。























品らずL也生産可能性曲棋の原点に対する凹性 (eon印 vity)は保註されないロ また，一般に分
割不可能性が存在する場合にはj 限界費用と価格ξの均等は実現できず したがって私的利潤と
社会的有用性との不一致が生ずる (.Scitovskry，(25J. p. 76 根岸 (17)，第3章，等を参照)。
もちろん， この場合， 外部効果が生ずるが， Bator はこの原因による外部効果を， 生産の
位柿的性格rもとづくものとして (technic:l，1附内rnalil-.y)とよび， 生産関数J 劫用関散の相
互怯存関係から生ずる外部効果を，無償のサービスの在在 (IlOnappropr ia bili t y) に注目して
く，ownershipexternality) 制度的外部怪揖をく:pub1iegoods 目 ternality)とよんで，外部経
済を以上の 3種類に分類してし、る (Bator.(lJ)。
25) 内問渡辺， (27)および福地 [6)第8章参照。
外部経済と交通投資効果
となる。つぎに，
(1-AJ-'ニ B=[b"J. (1*-Aつl=Bキ=[b，*J 
とし，さらに. ( )でもって列ベクトルを表すことにして，
ι= {al町 ， a rt _ 1 •,.} 
d士 {aπH ・， a，.'_l} 
e= l-an'R 
B= [b"J i， j=l， 鈍 1












(8) ~ b~b/ b;~b~. B*~B--':i~~ ，あるいは，btj = btj 主~
uπ 屯包
(317) 13 




























better rendering of servic目)町を可能にする場合が実際には多いからである。
とくに，交通施設の投資については，後者は決定的に重要な意味壱もつ。たと
26) 内田・渡部， [27]， 6ベー ジ。
27) Ellis・Fellner.(4]. p. 255 
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